























































































“模倣” と “独創” の区別がつかず両者の価値
が同じである。
「万能型」の秀才は極めて少ないので「自
由奔放型」の増加が望ましい。この数は人口
比の中ではかなりいるが，しかし，大学入試
を挟んで激減する。「自由奔放型」は僅かし
かいない。結果として，大学の中は「勉強知
識型」の学生で埋まることになる。今後の国
際科学技術競争に支障を来しかねない。そこ
で，生物科学の人的資源として，今後は「自
由奔放型」を小中高大を通じて教育できない
か，という観点で述べてみたい。
「自由奔放型」の子供は，細かい知識を要
求する入試が相対的に苦手な者が多い。入試
のような短期間の評価で，このような能力の
持ち主を選び出す良い方法はないのが現状で
ある。結局，中学・高校の基礎の理科教育の
中から時間をかけて見出すのがベストであろ
う。
この「自由奔放型」の連中は，とにかく，
過去に自分の目で見た “何でだろう？” “こ
れは何？” という身近なところから来る疑問
や質問を持っていることである。一方，「勉
強知識型」は，下らない疑問を持つことが，
秀才として恥ずかしいようで，何が何でも既
成の知識で説明し当てはめ満足し，当てはま
らない状況は，自分でかってに否定する。
はっきり言おう。今までの日本の教育は
“模倣” の極限が美しく，“独創” が美徳では
ない。これは中学・高校の基礎理数教育に遡
っても同じである。解釈の論理を競う法学の
世界と，芸術や文学の世界の相違に近い。批
判をおそれず理数教育の専門家として断言す
るが，理数教育は後者でなければならない。
子供の社会への接触能力，人格や才能の形
成にとって，この無邪気さ，自由奔放さは好
奇心のあり方と深く関係している。バカげた
質問をドンドン出来る雰囲気と環境が，“独
創” を要求する理数教育の中では極めて重要
である。平均的に言えば，法学と芸術の発想
の相違，あるいは理系世界での “模倣” と
“独創” の価値観形成の違いの遠因になって
いるような気がする。芸術にはバカげた無駄
が必要である。
“模倣” は学んでいる間は必要だが，“独
創” のない理系の未来などあり得ない。理系
の中でも，生物科学教育は覚えねばならない
知識が多いこともあり，前者に傾きがちであ
る。日本の20世紀型教育の構造は，バランス
が “模倣” に偏りすぎているように思う。
学ばねば不利になる構造は “模倣” を呼
び，義務ゼロの無邪気な好奇心だけでよい接
触は “独創” を育む。子供たちが無邪気にバ
カげた質問をドンドンできる教育環境が必要
である。
21世紀型の新たなる生物科学教育として私
見を述べる。特に，⑵ のタイプの人材発掘
が重要である。それには基礎知識の学校教育
（やはり学ぶ必要のある知識教育は，例え “模
倣” でも重要）と並行して，常に最先端の生
物科学の「研究」「技術」「開発」の世界に早
くから触れさせることだろう（エッ，何だろ
う？という「好奇心」を育てる接点）。それに
は大規模で継続性のある親密なる小中高大連
携が必要である。形式だけではなく年中交流
が可能なシステムを構築することだろう。
